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１ ． 環境関連法規制や当社が表明した公約を遵守します。

２ ． 企業活動のすべての段階で環境保全の継続的改善に取り組みます。

３ ． 循環型社会の形成を目標に地球環境の保全に貢献します。

４ ． 省エネ/創エネに取り組み、温暖化ガスを削減します。

５ ． 適正な利用により水使用量の削減に努めます。

６ ． リサイクル資源を有効活用し、一般廃棄物の削減を目指します。

７ ． グリーン購入を推進し、環境配慮型市場に貢献します。

８ ． 環境に配慮した製品やサービスをお客様にお届けします。

9 ． 地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

2022年10月12日制定日：

環境保全への行動指針

動力を伝える機器、それらを作り出す工作機械などが私たちの主力商品です。
その多くは常に「効率」が求められ、それを実現し得る製品を提案・供給して
参りました。エネルギー伝達の損失は主に「熱」「振動」「騒音」であり、環
境問題とも直結します。これらの損失を最小限にとどめる事は、「高い効率で
力を伝達させる」、「エネルギーを無駄にしない」事に他なりません。このよ
うな過去からの取り組みを今後はさらに発展させ、脱炭素、循環経済などの今
世紀の重要課題を先取りした商品・サービスの提供に努めて参ります。
その為に社員一人一人を環境のプロに育成し、お客様のベストパートナーとし
て、持続可能な社会の実現に取り組んでいく事を宣言します。

環　境　経　営　方　針

福井　薫代表取締役社長
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（１） 名称及び代表者名 正法工業株式会社

代表取締役社長　 福　井　　薫

（２） 所在地

大阪府大阪市中央区西心斎橋1丁目8番16号

埼玉県さいたま市浦和区常盤9-19-6

福岡県福岡市博多区豊2-6-6

広島県広島市西区楠木町2-4-10-101

岡山県倉敷市神田2-7-22

茨城県日立市幸町1-13-1

山口県宇部市松島町

石川県金沢市北安江3-6-6-402

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者　 取締役管理本部長 菅原智之　　 TEL：06-6271-2531

担当者 管理部次長 杉若摂理　 TEL：06-6271-2531

（４） 事業内容

切削工具・工作機械・油圧機器・空圧機器・減速機等の販売

（５） 事業の規模

売上高 万円

従業員　　　　　名 名 名 名 名

延べ床面積　　　㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

従業員　　　　　名 名 名 名 名

延べ床面積　　　㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 10月1日から9月30日

□　認証・登録の対象組織・活動

登録組織名　： 正法工業株式会社

対象事業所　： 大阪本社 東京支店 日立営業所

北陸営業所 水島営業所 広島営業所

宇部営業所 福岡営業所

活動： 切削工具・工作機械・油圧機器・空圧機器・減速機等の販売

□　お問い合わせ・相談窓口： 大阪本社管理部　 TEL：06-6271-2531

somu@sho-ho.co.jp

401,008

北陸営業所

宇部営業所

日立営業所

水島営業所

宇部営業所 福岡営業所
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44.28 68.35 24.98 161.1

合計

2 2 1

大阪本社

組　織　の　概　要

大 阪 本 社

東 京 支 店

福岡営業所

広島営業所

東京支店 日立営業所 北陸営業所

合計

23 6 3 2

水島営業所 広島営業所

45名

409.4 104.1 81.65 33.09

299㎡
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・ 環境経営に関する統括責任者

・ 環境経営方針の策定・改定

・ 環境管理責任者の任命

・ 環境経営目標・計画・レポートの承認

・ 環境経営システムの実施及び管理に必要な人、設備、費用を準備

・ 環境経営全般の決済

・ 環境経営システムの構築・実行・管理・検証

・ 環境経営関連法規取りまとめ・目標・計画の承認

・ 環境活動・レポートの確認・報告

・ 環境経営事務局長・委員会委員の任命

・ 環境経理管理者の補佐、環境委員会の事務

・ 環境経営目標、環境経営計画の原案策定

・ 環境経営活動の窓口

・ 環境経営レポートの作成・公開

・ 環境経営委員の指導

・ 環境活動実績の確認

・ 環境活動実績の審査

・ 環境経営委員会委員

・ 所属一般社員の指導・管理

・ 所属サイトの活動管理

・ 負荷記録表の管理

・ 環境経営活動の学習

・ 環境経営活動の実行

環境経営委員会
（委員長）

支店・営業所長

従業員

全従業員

役割・責任・権限

代表者（社長）

環境管理責任者

環境経営事務局
（事務局長）

宇部

勝井亮太 宮沢彰秀 大野剛史 工藤征一郎 物部文子 山田孝昌 奥田誠 渡辺修治

藤井　均 杉若　摂理

本社 東京 日立 北陸 水島 福岡 広島

環境経営組織図及び役割・責任・権限

代表者

社長　福井薫

環境管理責任者

菅原　智之

環境経営委員会 環境経営事務局
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単位

kg-CO2

単位

トン

㎥

kg-CO2/kWh

〇

〇

×

×

×

電力による二酸

化炭素削減

環境に配慮した製

品・サービスの徹底
行動目標（次項による）

グリーン購入の

推進
行動目標（次項による）

74 72 83

基準年度比 98% 113% 92%

水道水の削減

㎥（通期） 284 278 95 261 255

㎥（活動期間）

90%

1,133

kg（活動期間） 392 385 579
一般廃棄物の削

減

kg（通期） 1,259 1,234 617 1,171

基準年度比 98% 147% 93% 90%

上記排出量合計kgーCO2 54,933 53,834 14,438 53,052 52,502

7,584 9,048

基準年度比 98% 117% 97% 96%

自動車燃料によ

る二酸化炭素削

減

kg-CO2（通期） 31,612 30,980 9,236 30,663 30,347

kg-CO2（活動期間） 7,739

85% 96% 95%

kg-CO2（活動期間） 5,495 5,385 4,688

基準年度比 98%

基準年度比 98% 85% 96% 95%

kg-CO2（通期） 23,321 22,855 5,202 22,388 22,155

kWh（通期） 66,442 65,113 14,820 63,784 63,120

kWh（活動期間） 15,654 15,341 13,355

通期（（実績）：2023.1途中）

2022/10～2022/12

（基準値） （目標） （実績） （目標）

関西電力 関西電力 関西電力

環境経営目標及びその実績

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

2021年 2022年

評

価

2023年 2024年

（目標）

※2022年度のデータは期初から期の途中まで

水使用量 284 95

0.351 0.351

　一般廃棄物排出量 1,259 617

　産業廃棄物排出量 0 0

※電力の二酸化炭素排出係数（2020年調整後）

二酸化炭素総排出量 54,933 14,438

廃棄物排出量

主な環境負荷の実績

項　目 2020年 2021年 2022年
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数値目標：〇達成　×未達成

□ 電力による二酸化炭素削減 活動　　：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

取組紹介欄

□ 自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

1,326

2022 1,298 1,258 1,344 0 0 0 0 0

981 1,249 1,145 1,419 1,329 1,154

9月

2021 1,109 1,076 1,150 784 903

0 0 0 0

エコ運転ステッカー

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

数値目標 × テレマティクスサービスにより安全運転啓発に

つながっています。また次年度には全社でカー

シェア利用を拡大し、自動車利用そのものを削

減します。

・エコドライブの浸透 〇

・効率的なルートで配送 〇

・エリア別営業活動の見直し △

0 0 0 0

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

5,797

2022 3,702 3,856 5,797 0 0 0 0 0

5,558 4,048 3,678 5,153 6,380 6,8902021 4,164 4,497 6,993 6,745 6,539

4月 5月 6月 7月 8月 9月

〇

節電ステッカー

10月 11月 12月 1月 2月 3月

・PCサーバーのクラウド化

△

〇

△

〇

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

〇数値目標

・空調温度の適正化（冷房28°暖房20°）

・不要照明の消灯（トイレ、ガレージ、PC、複合機）

・残業短縮、在宅勤務推進（2日/週）

・営業社員の直行直帰推進

空調関係は三密防止のため徹底できません
でした。管理部門の在宅勤務導入は完了し
ましたが、営業部門では未完です。引き続
き導入を推進します。また本社ビルは完全
LED化でき、次年度では営業所でも導入予
定です。
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□ 一般廃棄物の削減

取組紹介欄  

本社計量器 広島計量器

□ 水道水の削減

取組紹介欄

28 23

2022 35 24 24

2021 24 22

0

2020

0 0

28

8月 9月

0

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

0 0 0

23 19

7月

30 17 30

0 0 0 0

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

101

2022 114 178 287 0 0 0 0 0

112 87 97 98 100 922021 97 106 189 97 83

4月 5月 6月 7月 8月 9月

△

10月 11月 12月 1月 2月 3月

数値目標 × 廃棄物の計量を始めたことにより、社員のごみ

に対する意識変化が起こりつつあると感じてい

ます。WEB請求システムを導入中であり、次

年度中に請求書、領収書の発行、郵便物を削減

します。

・分別の徹底 〇

・帳票見直しによる印刷物の削減 △

・梱包材の再利用 △

・持ち込みごみの見直し

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

節水ステッカーと声掛けにより、社員の節水意

識が高揚してきました。次年度には掲示物の継

続と自動水栓の全社導入を目指します。

数値目標 ×

・節水シール貼り付けとポスター掲示 〇

・自動水栓の取り付け △

・節水型トイレの採用 △

0 0

本社と水島の節水ステッカー

6月

取組期間 2022年10月～2022年12月
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□ 環境に配慮した製品・サービスの徹底

油圧サーボユニット　: 従来品より省エネで、メンテナンスフリーの環境に優しい製品です

□ グリーン購入の推進

□ その他の取組

・ 全事業所において都市ガス、LPガスの使用を廃止しました。

・ 全事業所において新聞購読（紙）を廃止し、WEB購読に変更しました。

・ カーシェアを導入し、社有車の走行距離を大幅に短縮できました。

・ 社長専用車を廃止しました。

取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況

切削油を使わないドライカット工法により廃油

を大幅に削減できます。また油圧サーボユニッ

トでは電力の削減に効果があります。次年度で

もこれらの環境に優しい商品を積極的に販売推

進します。

・油圧サーボユニット

△・DXの促進

△

切削工具（ホブ）で歯切加工すると、このような歯車が出来上がります

△・持ち込みごみの見直し

△・梱包材の再利用

△・帳票見直しによる印刷物の削減

〇

〇・ドライカット製品のPRと販売促進

・支払手形を廃止、電債を導入する

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

・FSC🄬森林認証紙の導入 △

客先システムと自社システムを連携し二重入力

を廃止します。支払手形を電子債権に移行する

ことにより紙資源の節減になります。

△・社外客先システムとの連携

△

次年度はすべての名刺・印刷物・ティッシュ等

の認証紙変更を目指します。・カーボンフットプリントの調査
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第1回　環境経営委員会　 地域自治会（御津連合町会）の落書き消去参加

WEB会議　（2023-1-27） （2022-11-7　本社）

各事業所の取組紹介

東京支店でのエコドライブ、節電・節水ステッカー

福岡営業所でのエコドライブ、節電・節水ステッカー
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□ 法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は順守されていました。

なお、違反・訴訟等も過去３年間ありませんでした。

□ 外部からの環境上の苦情・要請等

苦情・要請等は過去３年間ありませんでした。

環境関連法規等遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反・訴訟の有無

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

環境関連法規制等名称

・廃棄物処理法 一般廃棄物の保管・排出

・フロン排出抑制法 業務用空調機・冷凍冷蔵庫、年4回の簡易点検

・家電リサイクル法 液晶テレビ

・小型家電リサイクル法 デジタルカメラ・プロジェクター・計量器

三菱重工業㈱　切削工具代理店会議　（昭和30年4月）

Ａｒｃｉｖｅ

該当する設備・項目

平成元年

↑創業者 森清隆
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緊急事態の想定： 南海トラフ地震による津波発生
■実施日： ■実施場所：

■参加者：

■実施内容：

南海トラフ地震（震度6）発生による津波（高度4ｍ、１時間10分後）を想定

■評価： 手順書の変更の必要性 ☑ あり □ なし

津波警報受信後の初動に戸惑いがあり、避難完了まで１０分を要したことは改善したい

■実施状況の様子

地震発生前 テーブル、机の下に避難 屋外へ避難 全員の安否確認

□ ☑

■実施状況の様子

支店はビルの5階にあり、非常時には昇降機で

地上に避難するが、避難窓の開閉が不十分で

体格によっては避難不可と判明した。

ビル管理会社に連絡し、改善を要求した。

その他事業所での火災発生避難訓練（消火器・避難備品の点検含む）

　全社員迅速な行動で避難できた。

東京支店　避難訓練

2023年1月30日 　本社ビル

　　藤井環境経営委員長　勝井委員始め本社社員15名

緊急事態対応の試行・訓練

大阪本社　避難訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：

■参加者：

■実施内容：

■評価：

地震発生と同時に周辺のデスク、テーブルなどの下に避難させ、地震停止を確認出
来たら第1避難場所である御津公園（通称三角公園）に誘導・避難させた。全事業
所に、防災避難グッズ、緊急食糧、AEDを備蓄しているが、これらの備品が実際の
災害発生時にどのように役立つか検証しなければならない。

2022年12月6日

実施年月日

評価

福岡 宇部 広島 水島 北陸 日立

2023-01-26 2023-01-30 2023-01-25 2023-01-30

〇 〇 〇 〇

2023-01-27 2023-01-17

〇 〇

手順書変更の必要性 あり なし

☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

　菅原常務　鈴木主幹　窪田主任　青木　斉藤　

　消火訓練　避難訓練　通報の電話番号確認

東京支店
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取組初年度のため、1年間の記録をもとに次年度の各目標数値設定を見直し、２０３０年には

電力による二酸化炭素排出量を現状の50％削減が可能かどうか判断することとします。

今年度の評価としては

・電力の削減はクラウドの導入で実現した。

・ガソリン、水、廃棄物の削減はまだ努力を要する。

・全社員に環境経営意識がまだ浸透していない。

次年度の目標として

・電力、ガソリン、水、廃棄物の削減を強化する。

・太陽光発電システムの導入を検討する。

・事務所の緑化を推進する。

・全社員への環境教育を定例化する。

・環境経営について文書化し、全社に定着させる。

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

□ 編集後記

弊社は2022年に設立72周年を迎えました。

設立以来、明治生まれの創業者社長の指導の下、不要時の消灯、コピー用紙の裏面使用、

節水などの習慣は既に弊社の社風として根付いております。

この社風を維持しつつ、これまで通りの自助努力と、将来的には自社ビルの緑化、

自家発電など創エネをも視野に入れ、循環型社会に貢献していく所存であります。

平成31年1月　元会長ご勇退謝恩会 平成30年9月　本社社員親睦ゴルフ会

代表者による全体の評価と見直し・指示

事務局

代表取締役社長　福　井　薫

正　法　工　業　株　式　会　社

環境経営のみならず、BCPの策定のほかSDGsの達成を視野に、全社一丸となって推進してい

きます。

2023年1月31日
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